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支
給
も
し
く
は
不
支
給
の
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
給
付
金
を
指
定

さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

受
付
期
間
▼
８
月
５
日
㈬
～
11
月
６
日

㈮※
申
請
書
は
、
給
付
金
の
対
象
者
に
な
る

可
能
性
の
あ
る
世
帯
へ
税
務
課
か
ら
の
非

課
税
の
お
知
ら
せ
に
同
封
し
て
、
８
月
上

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

申
請
方
法
▼
申
請
書
が
届
い
た
人
は
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
添
付
資
料
と

と
も
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
返

信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口
（
分
庁
舎
建
築

課
前
）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
詐
欺
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
！

・
現
時
点
で
、
市
や
国
（
厚
生
労
働
省
）

で
は
、
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や
金
融
機
関

の
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
は
照
会
し

て
い
ま
せ
ん
。

・
市
や
厚
生
労
働
省
で
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀

行
、
コ
ン
ビ
二
な
ど
の
現
金
自
動
支
払

機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

問
合
せ
詩
社
会
福
祉
課
、
厚
生
労
働
省

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
０
７
―
037
―
192

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
を
踏
ま
え
、
所
得
の
低
い
人

へ
の
負
担
の
影
響
に
配
慮
し
た
臨
時
的

な
措
置
と
し
て
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
▼
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
桶

川
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
27
年

度
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
（
非
課
税
）
の
人

※
た
だ
し
、
次
の
人
は
対
象
外
で
す
。

・
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
人

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

　

支
給
額
▼
対
象
者
１
人
に
つ
き
６
千

円※
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
基
礎
年
金
な

ど
、
受
給
者
へ
の
加
算
措
置
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

支
給
予
定
▼
10
月
中
旬
か
ら
支
給
を
開

始
し
ま
す
。
申
請
者
へ
は
、
審
査
の
う
え
、
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Information Station
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　去る、５月16日、駅西口公園・市民ホールにおいて「おけがわ春
のふれあいフェスタ」が開催されました。このイベントは今年で６
回目を迎え、今や11月３日の市民まつり、６月のべに花まつりと並ぶ、
大きなイベントです。
　会場では、様々な体験や展示のコーナーをはじめ、食べ物や物品
販売などそれぞれ趣向を凝らしたコーナーがたくさんあり、子ども
から高齢者、障がい者の方まで多くの人達が笑顔でふれあうことの
できるイベントとなりました。
　紙芝居のコーナーでは、私も皆さんの前で紙芝居を読ませていた
だき、見聞きしている人にうまく伝わように、気持ちを込めて読む
ことの難しさを実感しました。
　さて、最近では、昔と比べて、子どもの１日の過ごし方が変化し
ており、なかでも「体を動かす」「人と触れ合う」「人と話す」とい
う３つの要素が少なくなってきていると聞いております。
　このイベントは、緑あふれる公園で、親子、友達同士、地域の方々
やサークル仲間など、多くの人が一緒に、体を動かし、人と触れ合い、
人と話しをするよい機会であり、市民の皆様の新たな交流のきっか
けづくりの場になっていただければと強く感じた１日でした。

桶川市長　     

　 動 報 告
市長元気通信 かつ

どう ほう こく

vol.22

臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

一
部
事
務
組
合
「
埼
玉
中
部
資
源
循

環
組
合
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

　

市
民
団
体
の
皆
さ
ん
の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
た
協
働
事
業
の
提
案
を
募
集

し
ま
す
。

　

提
案
事
業
の
う
ち
、
審
査
で
採
択
さ
れ

た
事
業
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

※
「
協
働
」
と
は
…
市
民
と
市
が
、
身
近

な
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
お
互
い
の

知
恵
や
持
て
る
力
を
出
し
合
い
、
役
割
分

　

と
き
▼
８
月
30
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

（
防
災
フ
ェ
ア
は
午
後
１
時
ま
で
）

　

と
こ
ろ
▼
城
山
公
園
お
よ
び
市
内
各
所

　

参
加
機
関
▼
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、

九
都
県
市
、
防
災
関
係
機
関
、
災
害
時
応

援
協
定
事
業
者
、
自
主
防
災
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
県
立
高
校
ほ
か

　

主
な
訓
練
項
目
▼
住
民
活
動
訓
練
、
救

出
救
助
訓
練
、
災
害
時
医
療
訓
練
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練
、
緊
急
救
援
物
資
輸

送
訓
練
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
な
ど

　

主
催
▼
埼
玉
県
、
桶
川
市

　

後
援
▼
内
閣
府

　

九
都
県
市
と
は
…
埼
玉
県
・
千
葉
県
・

東
京
都
・
神
奈
川
県
・
横
浜
市
・
川
崎
市
・

千
葉
市
・
さ
い
た
ま
市
・
相
模
原
市
で
す
。

各
都
県
市
で
も
８
月
29
日
～
９
月
６
日
に

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

桶
川
市
で
は
初
め
て
の
開
催
に
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
広
報
８
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

埼
玉
県
・
桶
川
市
総
合
防
災
訓
練

～
第
36
回
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
～

協
働
の
提
案
事
業
を
追
加
募
集
し
ま
す

担
を
し
な
が
ら
行
う
活
動
の
こ
と
で
す
。

　

提
案
・
応
募
で
き
る
人
▼
市
民
活
動
団

体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

自
治
会
な
ど
の
地
域
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子

ど
も
会
な
ど
）

　

提
案
事
業
▼
次
の
①
～
③
す
べ
て
を
満

た
す
も
の

①
市
民
活
動
団
体
と
市
が
協
働
し
て
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
や
社
会
的
課
題

の
解
決
が
図
ら
れ
る
、
公
益
的
・
社
会
貢

献
的
な
事
業
で
あ
る
こ
と

②
平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
事

業
で
あ
る
こ
と

③
市
が
設
定
す
る
テ
ー
マ
（
募
集
要
項
に

掲
載
）
に
対
す
る
市
民
活
動
団
体
の
企
画

事
業
、
ま
た
は
市
民
公
益
活
動
が
提
案
す

る
事
業

　

補
助
額
▼
１
事
業
あ
た
り
上
限
100
万
円

（
た
だ
し
、
活
動
歴
１
年
未
満
の
団
体
は

上
限
10
万
円
）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

募
集
期
間
▼
７
月
１
日
㈬
～
14
日
㈫

※
提
案
内
容
に
つ
い
て
は
、
自
治
文
化
課

へ
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

審
査
▼
提
案
内
容
に
つ
い
て
の
書
類
審

査
会
と
口
頭
説
明
会
を
行
い
、
桶
川
市
協

働
審
議
会
で
審
査
し
ま
す
。

　

募
集
要
項
・
提
案
書
配
布
先
▼
自
治
文

化
課
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

　

本
市
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
広
域

に
よ
る
新
た
な
ご
み
処
理
を
行
う
た
め
、

埼
玉
中
部
広
域
清
掃
協
議
会
に
お
い
て
協

議
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
広
域
で
処
理
を
行
う
手
法

の
一
つ
と
し
て
、
地
方
自
治
法
が
規
定
す

る
一
部
事
務
組
合
の
設
立
に
向
け
て
準
備

を
進
め
、
２
月
12
日
に
県
の
許
可
を
得
て
、

一
部
事
務
組
合
の
名
称
を
「
埼
玉
中
部
資

源
循
環
組
合
」
と
し
ま
し
た
。
４
月
１
日

か
ら
は
、
吉
見
町
に
事
務
所
を
設
け
て
事

業
を
開
始
し
、
今
後
は
、
広
域
に
よ
る
新

た
な
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
向
け
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
構
成
市
町
村
は
桶
川
市
を
は
じ

め
、
東
松
山
市
、
滑
川
町
、
嵐
山
町
、
小

川
町
、
吉
見
町
、
と
き
が
わ
町
お
よ
び
東

秩
父
村
の
２
市
５
町
１
村
で
す
。

　

詳
し
く
は
詩
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

桶
川
祇
園
祭
～
神
輿
の
渡
御
と
山
車

の
巡
行
～　
７
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭

　

277
年
目
と
な
る
桶
川
祇
園
祭
（
主
催
桶

川
祇
園
祭
祭
典
委
員
会
）
が
、
７
月
15
日

㈬
・
16
日
㈭
の
両
日
、
午
後
３
時
～
９
時

を
歩
行
者
天
国
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

交
通
規
制
は
図
の
通
り
、
午
後
３
時
か

ら
10
時
ま
で
（
一
部
区
間
は
午
後
５
時
ま

で
）
実
施
さ
れ
、
全
面
車
両
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。
交
通
規
制
に
伴
い
、
東
口
の

バ
ス
停
は
す
べ
て
西
口
へ
の
迂
回
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
自
転
車

で
お
越
し
の
皆
さ
ん
は
、
図
の
①
～
④
の

駐
輪
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
場
で
の
ゴ
ミ
の
分
別
に
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
産
業
観
光
課
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県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着
に
向
け
た
き
っ

か
け
づ
く
り
の
た
め
、
毎
年
夏
と
冬
の
年

２
回
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
な
ど
環
境
に

配
慮
し
た
生
活
を
一
日
実
践
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

量
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
一
昨
年
度
か
ら
環
境
教
育
の

一
環
と
し
て
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
こ

の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
に
、
市
内
11
校
す

べ
て
の
小
・
中
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
度
の
夏
休
み
に
参
加
し
た
人
数

お
よ
び
二
酸
化
炭
素
の
削
減
量
は
次
の
通

り
で
す
。
こ
の
夏
休
み
、
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　
　
　

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課

　国勢調査は、人口と世帯に関する最も基本的な統
計調査です。今から95年前の大正９年（1920年）
に第１回が行われて以来、今回で20回を迎えます。
　平成27年国勢調査では、全国的にオンライン調査
が導入（スマートフォンも可）され、調査に対する
負担軽減・利便性の向上が図られています。
　10月１日に実施される国勢調査の前に、前回（平
成22年）の国勢調査のデータをお知らせします。今
回は「世帯と住居」です。

情
報
公
開
制
度
と
は
…

　

市
が
持
っ
て
い
る
公
文
書
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
請
求
に
よ
り
公
開
す
る
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
の
目
的
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
市
の
仕
組
み
や
仕
事
の
内
容
を
見
て

い
た
だ
き
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推

進
と
市
民
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
…

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
情
報
を
見
た

い
と
き
の
「
開
示
を
求
め
る
権
利
」、
事

実
と
異
な
る
記
載
が
あ
る
と
き
の
「
訂
正

を
求
め
る
権
利
」
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
利

益
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
26
年
度
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情

報
保
護
制
度
の
利
用
状
況
の
お
知
ら
せ

区 　 　 分 件 　 数

公文書の公開請求
（任意的公開申出を含む。） １２２

決
定
状
況

公 開   ３６

部 分 公 開   ６０

非 公 開   ２６

取　　下　　げ ０

情報公開制度の利用状況
　   （平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日）

※公開率：78.7％（部分公開を含む。）
　なお、非公開となった26件のうち25件は、対象と
なる文書が存在しなかったためによるものです。

な
お
、
平
成
26
年
度
の
不
服
申
立
て
件
数

は
２
件
で
す
。

　
　
　

　

詳
し
く
は
詩
総
務
課

　

特
別
弔
慰
金
と
は
、
今
日
の
我
が
国
の

平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
な
ど

の
尊
い
犠
牲
に
国
と
し
て
弔
慰
の
意
を
表

す
る
た
め
、
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
支
給

す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
第
10
回
特
別
弔

慰
金
に
つ
い
て
は
、
償
還
額
を
年
額
５
万

円
に
増
額
し
、
５
年
ご
と
に
２
回
に
分
け

て
支
給
し
ま
す
。

　

対
象
▼
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助

料
（
公
務
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
遺

族
に
対
す
る
給
付
）
や
、
遺
族
年
金
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
、
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
当
時
の
ご
遺
族
１
人
（
戦
没
者
な
ど

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

「
第
10
回
特
別
弔
慰
金
」

の
死
亡
前
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
）
に
対

し
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
順
位
▼

⑴
４
月
１
日
ま
で
に
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
人

⑵
戦
没
者
な
ど
の
子

⑶
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
に

よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
人
、
ま
た
は
事

実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
人
、
遺
族
以
外

の
人
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
る
人
は
除

く
。）

⑷
⑶
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹

⑸
⑴
か
ら
⑷
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に

限
る
。）

　

支
給
内
容
▼
額
面
25
万
円
の
国
庫
債
券

（
１
年
間
５
万
円
が
、
５
年
に
わ
た
り
受

け
取
れ
ま
す
。）

　

請
求
場
所
▼
社
会
福
祉
課

　

請
求
期
限
▼
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
請

求
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
社
会
福
祉
課
、
県
社
会
福

祉
課
☎
830
―
３
２
８
６

区 　 　 分 件 　 数

個人情報開示請求 １９

決
定
状
況

開 示  １２

部 分 開 示   ４

不 開 示   ２

取　　下　　げ １

個人情報保護制度の利用状況
　 　（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日）

※開示率：88.9％（部分開示を含む。）
　なお、不開示となった２件は、対象となる文書が
存在しなかったためによるものです。

世　　　　　帯
国 桶川市

一般世帯数 5,184万2,307世帯 2万8,027世帯
一世帯当たりの人数 2.42人 2.64人
単独世帯数 1,678万4,507世帯 6,073世帯
65歳以上の単独世帯数 479万0,768世帯 1,951世帯

住　　　　　居
持ち家世帯 3,159万4,379世帯 20,759世帯
持ち家率 61.9％ 74.3％
※持ち家率は住宅に住む一般世帯を対象にしています。
※データは平成22年（2010年）10月１日のものです。

今年は５年に一度の
国勢調査の年です！ ②

　詳しくは至企画課

　

と
き
▼
７
月
29
日
㈬
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
８
月
26
日

㈬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課　

　

５
月
１
日
付
け
で
、
市
精
神
障
害
者
家

族
相
談
員
（
任
期
２
年
）
と
し
て
、
次
の

人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

大
前
建
子
さ
ん
（
末
広
在
住
）　　
　

　
　

☎
728
―
２
６
３
９ 　
　

  

　

大
澤
眞
二
さ
ん
（
川
田
谷
在
住
）　  

　
　

☎
787
―
３
３
３
９　
　

 　

　

相
談
員
は
、
精
神
障
害
者
や
ご
家
族
の

生
活
、
医
療
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
詩
障
害
福
祉
課

精
神
障
害
者
家
族
相
談
員
を

委
嘱
し
ま
し
た

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

７
月
15
日
～
24
日

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

『
人
も
車
も
自
転
車
も　

　
　
　
　
　
　

安
心
・
安
全
・
埼
玉
県
』

　

こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交
通
安
全

思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
夏
の
解
放

感
か
ら
起
こ
る
交
通
事
故
の
防
止
を
目
的

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
埼
玉
県
重
点
目
標
】

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特
に
自

転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
お
よ
び
路
上
寝
込
み

な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

【
桶
川
市
重
点
目
標
】

○
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
１
５(

夏)

教
育
委
員
会
第
７
回
定
例
会

市内小・中学校の取組み結果
（平成26年度）

※ブナの木１本が１日あたりに吸収できる二酸化
炭素の量は約30ｇです。市内小・中学校11校で、
ブナの木約22万３千本が吸収する二酸化炭素量を
削減できました。

小学校
（７校）

中学校
（４校） 合計

人　数
（人） 3,985人 1,613人 5,598人

削減量
（㎏）

3,388.4
kg

3,300.7
kg

6,689.1
kg

　

次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章　

電
気
通
信
事
業
功
労

　

本
村
　
富
雄
さ
ん

高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

６
月
５
日
に
関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

　

詳
し
く
は
詩
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

と
き
▼
７
月
３
日
㈮
午
後
１
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課

第
１
回
桶
川
市
い
じ
め
防
止
連
絡
協

議
会
公
開
の
お
知
ら
せ

岩﨑  浩司 さん

11 102015. 7 2015. 7
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

消
防
法
で
定
め
ら
れ
る
数
量
以
上
の
危

険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
重
油
な
ど
）

を
貯
蔵
し
、
ま
た
は
取
り
扱
う
人
は
、
危

険
物
取
扱
者
免
状
が
必
要
で
す
。

　

試
験
日
・
会
場
▼

①
９
月
27
日
㈰
・
埼
玉
工
業
大
学
（
深
谷

市
）

②
10
月
４
日
㈰
・
芝
浦
工
業
大
学
（
さ
い

た
ま
市
）

※
種
類
は
い
ず
れ
も
全
種
類
で
す
。

※
試
験
の
た
め
の
準
備
講
習
会
も
開
催
し

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
▼
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

埼
玉
県
支
部
試
験
係
（
〒
330
―
0062
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
仲
町
２
―
13
―
８
ほ
ま
れ
会

館
２
階
）
へ
、
８
月
24
日
㈪
～
９
月
３
日

㈭
【
消
印
有
効
】
に
、
書
面
に
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
電
子
申
請
可

　

願
書
配
布
・
問
合
せ
▼

　

県
央
広
域
消
防
本
部
予
防
課
☎
048
―
597

―
２
０
０
４
、
桶
川
消
防
署
管
理
指
導
課

☎
773
―
１
１
９
０
、
鴻
巣
消
防
署
管
理
指

導
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
５
、
北
本
消
防

署
管
理
指
導
課
☎
048
―
592
―
５
０
０
５

※
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

平
成
27
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
第
４
・
５
回
）

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催(

無
料)

【
第
１
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
・
物
資

選
定
部
会
】

　

と
き
▼
７
月
２
日
㈭
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

【
第
２
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
】

　

と
き
▼
７
月
28
日
㈫
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
桶
川
公
民
館

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
桶
川
市
学
校
給
食
運
営
委

員
会
事
務
局
（
学
校
支
援
課
）

　

市
で
は
、
県
と
共
催
で
、
現
在
働
い
て

い
る
人
、
こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
考
え
て
い

る
人
は
も
と
よ
り
、
そ
の
家
族
の
人
に
も

ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
身
近
な
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

　

テ
ー
マ
▼
「
職
場
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
と
上

手
に
付
き
合
う
た
め
に
―
」

○
ス
ト
レ
ス
が
身
体
面
・
心
理
面
に
与
え

る
影
響

○
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法

　

職
種
・
採
用
予
定
人
員
▼
消
防
職
・
10

人
程
度

　

応
募
資
格
▼
日
本
国
籍
を
有
し
、
次
の

区
分
に
該
当
す
る
人

○
初
級
（
高
校
卒
程
度
）
…
平
成
６
年
４

月
２
日
～
平
成
10
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人

○
中
級
（
短
大
卒
程
度
）
…
平
成
４
年
４

月
２
日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人

○
上
級
（
大
学
卒
程
度
）
…
平
成
２
年
４

月
２
日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人

　

試
験
日
（
一
次
試
験
）
▼

上
級
・
中
級
・
初
級
⇨
９
月
20
日
㈰

上
級
⇨
10
月
18
日
㈰

　

応
募
期
間
・
申
込
方
法
▼
８
月
３
日
㈪

～
７
日
㈮
に
、
消
防
本
部
消
防
総
務
課

（
鴻
巣
市
箕
田
１
６
３
８
番
地
１
）
へ
、

本
人
が
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
採
用
試
験
受
験
案
内
と
申
込
書
」
は
、

７
月
１
日
㈬
か
ら
、
埼
玉
県
央
広
域
消
防

本
部
消
防
総
務
課
、
桶
川
消
防
署
、
鴻
巣

消
防
署
、
北
本
消
防
署
で
配
布
し
ま
す
。

（
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

問
合
せ
詩
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

消
防
総
務
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
２

　

市職員を募集します
採 用 年 月 日 平成28年４月１日
第１次試験日 ９月20日㈰

職 種
募 集 人 数

①事務職[一般]　　１１人　　　　
②技術職[土木]　　　２人　　
③技術職[土木]民間企業等経験枠　　２人
④事務職[一般]民間企業等経験枠
　（桶川市魅力発信・発見枠）　　　　１人

申 込 期 間
職種（①②③）

郵送：８月３日㈪～９日㈰　消印有効
持参：８月10日㈪～17日㈪　
　　　８：30～17：15　（土・日を除く）

申 込 期 間
職種（④）

７月27日㈪～８月７日㈮
郵送：消印有効
持参：８：30～17：15（土・日を除く）

受験資格
【共通】　　　　　　　　
・学校教育法による大学、短期大学もしくは高等学校を卒業また
　は卒業見込みの人
・日本国籍を有する人

①事務職[一般]
②技術職[土木]

※１

大学卒⇒昭和６３年４月２日以降生まれた人
短大卒⇒平成２年４月２日以降生まれた人
高校卒⇒平成 ４年４月２日以降生まれた人
※１大学、短期大学、高等学校で土木課程を

修了した（取得見込を含む）人または１
級土木施工管理技士資格を有する人

③技術職[土木]
　民間企業等経験枠

※１、２

昭和50年４月２日～昭和63年４月１日に生
まれた人
※１大学、短期大学、高等学校で土木課程を

修了した人または１級土木施工管理技士
資格を有する人

※２直近５年間で３年以上の職務経験のある人

④事務職[一般]
　民間企業等経験枠
(桶川市魅力発信・

発見枠)
※３

昭和45年４月２日～昭和55年４月１日に生
まれた人
※３直近10年間で５年以上の職務経験のある人

観光・広告・通信・放送・出版・新聞・旅行等の
業界で企画立案等の実務経験がある人

そ の 他

・詳細は受験案内をご覧ください。
・受験案内は、７月１日㈬から市役所仮設庁
舎総合案内および分庁舎総務課で配布します。
なお、ホームページからもダウンロードでき
ます。

詳しくは至総務課

｢埼玉県市町村職員採用合同説明会｣
を開催します
本市もブースを設置しますので、お気軽にお立ち寄りください。
とき▶７月９日㈭　午後１時～６時（入場は５時まで）
ところ▶さいたまスーパーアリーナ
問合せ至彩の国さいたま人づくり広域連合人材開発部市町村職
員担当　☎664－6681

学
校
給
食
運
営
委
員
会
・
物
資
選
定
部
会

学
校
給
食
運
営
委
員
会
公
開
の
お
知
ら
せ

埼
玉
県
央
広
域
事
務
組
合
か
ら
の
お

知
ら
せ
―
消
防
職
員
募
集
―

　

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を

亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
厚
生
労

働
省
か
ら
補
助
を
受
け
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　

実
施
地
域
▼
①
旧
満
州
②
旧
ソ
連
③
西

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
④
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー

半
島
⑤
マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑥
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
⑦
中
国
⑧
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
」
参
加
者
募
集

⑨
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー
⑪
フ
ィ

リ
ピ
ン
⑫
終
戦
70
周
年
記
念
洋
上
慰
霊

※
日
程
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。）

　

費
用
▼
各
10
万
円

※
前
回
参
加
者
は
、
５
年
経
過
後
に
再
度

応
募
可
。（
終
戦
70
周
年
記
念
洋
上
慰
霊

に
つ
い
て
は
５
年
が
経
過
し
て
い
な
く
て

も
応
募
可
。
た
だ
し
、
前
回
洋
上
慰
霊
参

加
者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）

　

問
合
せ
詩
（
一
財
）
日
本
遺
族
会
事
務

局
☎
03
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１

☆自衛官募集☆

＊年齢は平成28年４月１日現在　
＊ホームページからも内容の確認および資料請求などできます。
　問合せ 至 自衛隊さいたま地域事務所☎651－2420

募集種目 受付期間 応募資格 試験予定日

航空学生

8月1日㈯～
9月8日㈫必着

日本国籍を有
するもの
高卒、18歳以
上21歳未満

１次試験　
9月23日（水・
祝）
※2次、3次試
験有り

一般曹候補生

日本国籍を有
するもの

18歳以上
　　27歳未満

１次試験　
9月18日 ㈮・
19日㈯の指定
された１日
※2次試験有り

自衛官
候補生

男子 年間を通じて
受付中 日本国籍を有

するもの

18歳以上
　　27歳未満

受付時にお知
らせします

女子 8月1日㈯～
9月8日㈫必着

9月25日㈮～
29日㈫ の指定
された１日

　

と
き
▼
８
月
３
日
㈪
午
後
６
時
30
分
～

８
時

　

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館
（
鴨
川
１

―
４
―
３
）

　

対
象
▼
県
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

　

定
員
▼
40
人

　

講
師
▼
臨
床
心
理
士　

真
下
り
か
さ
ん

　

申
込
み
・
問
合
せ
詩
県
勤
労
者
福
祉
課

☎
830
―
４
５
１
８

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
８
月
１
日

か
ら
勤
務
で
き
る
嘱
託
支
援
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

募
集
人
員
▼
１
人

　

申
込
資
格
▼
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

　

試
験
方
法
▼
作
文
お
よ
び
面
接

　

試
験
日
▼
７
月
15
日
㈬
午
後
１
時
30
分

か
ら

　

試
験
会
場
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

　

申
込
み
▼
７
月
13
日
㈪
ま
で
に
、
履
歴

書
お
よ
び
資
格
証
の
写
し
（
見
込
証
明
書

な
ど
の
原
本
）
ま
た
は
卒
業
証
明
書
（
見

込
み
証
明
書
な
ど
の
原
本
）
を
、
保
育
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
格
要
件
や
採
用
後
の
勤
務
条
件
な
ど

詳
し
く
は
、
保
育
課
で
配
布
す
る
募
集
案

内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
保
育
課

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
嘱
託
支
援
員

（
放
課
後
児
童
支
援
員
）
募
集

―お詫びと訂正－

　６月に国民健康保険および後期
高齢者医療制度加入者へお送りし
た、健診のご案内の医療機関一覧
内に一部誤りがございました。
　お詫びして訂正いたします。
　桶川中央クリニック
【正】桶川市若宮2-2-22
【誤】桶川市若宮1-2-22
　詳しくは至保険年金課
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桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
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情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

緯786-3211
鯖786-9866

桶川市保健
センター

緯786-1855
鯖786-0096

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

現
在
の
と
こ
ろ
満
室
（
全
10
戸
）
で
す

が
、
退
去
者
が
出
た
場
合
の
入
居
補
欠
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
補
欠
者
と
し
て
の
有
効
期
限
は

１
年
間
で
す
。

　

入
居
者
資
格
▼
次
の
す
べ
て
の
事
項
を

満
た
し
て
い
る
こ
と

・
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収
入

月
額
が
、
15
万
８
千
円
以
下
（
高
齢
者
・

障
害
者
な
ど
の
世
帯
は
21
万
４
千
円
以

下
）

　

募
集
案
内
配
布
▼
７
月
17
日
㈮
～
31
日

㈮
に
、
建
築
課
（
分
庁
舎
）、
市
役
所
仮

設
庁
舎
（
秘
書
広
報
課
前
・
市
民
課
前
）、

東
部
連
絡
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

　

申
込
受
付
▼
７
月
24
日
㈮
～
31
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）
に
、
建
築
課
（
分
庁

舎
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

選
考
方
法
▼
申
込
者
が
複
数
の
場
合
、

市
内
に
２
年
以
上
住
み
続
け
て
い
る
人
で
、

か
つ
65
歳
以
上
の
世
帯
や
障
害
者
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
お
知
ら
せ

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ム
概
要　
　

　

所
在
地
▼
桶
川
市
坂
田
東
三
丁
目
20
番

1
号 （
坂
田
宮
前
公
園
北
側
）

　

構
造
▼
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

　

間
取
り
▼
２
Ｄ
Ｋ
（
４
８
・
６
平
方
メ

ー
ト
ル
）

　

設
備
▼
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
電
気
式
コ
ン

ロ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様

　

家
賃
▼
２
万
800
円
～
５
万
５
，
２
０

０
円
※
収
入
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
建
築
課

　

７
月
８
日
㈬
か
ら
31
日
㈮
ま
で
全
国
の

宝
く
じ
売
り
場
で
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
」
と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０

０
０
万
」
が
同
時
販
売
さ
れ
ま
す
。「
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
の
賞
金
は
、
１

等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
、「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万
」
の
賞
金
は
、

１
等
７
千
万
円
で
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振

興
協
会
☎
822
―
５
０
０
４

「
桶
川
市
坂
田
東
高
齢
者
等
借
上
型
市

営
住
宅
」（
愛
称
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー

ム
）
の
入
居
補
欠
者
を
募
集
し
ま
す

　

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
人
が

加
入
（
被
保
険
者
）
し
、
保
険
料
を
出
し

合
い
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

介
護
保
険
制
度
の
ご
理
解
と
保
険
料
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
平
成
27
年
度
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知

書
を
発
送
し
ま
す
（
７
月
上
旬
）〉

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
の
人
）　　

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
（
特
別
徴
収

開
始
通
知
書
）

　

普
通
徴
収
（
年
金
天
引
き
以
外
の
人
）

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書（
納
入
通
知
書
）

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の

３
か
年
計
画
と
な
る
「
第
六
次
桶
川
市
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の
改
定
に
伴
い
、
介

護
保
険
料
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
は
、
被
保
険
者
の
負
担
能

力
に
応
じ
て
負
担
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
の
所
得
基
準

な
ど
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、
段
階
設
定
を

見
直
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
一
段
階
に
つ
い
て
は
、
介
護

保
険
法
施
行
令
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、
公

費
に
よ
る
軽
減
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

改
正
ポ
イ
ン
ト
①

　

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
人
は
負
担
割

合
が
２
割
に
な
り
ま
す

　

８
月
か
ら
、
一
定
以
上
所
得
者
の
利
用

者
負
担
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
合
計
所
得

金
額
が
160
万
円
以
上
の
人
の
自
己
負
担
割

合
が
、
１
割
か
ら
２
割
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
同
一
世
帯
の
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
）
の
「
年
金
収
入
+
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
」
の
合
計
額
が
346
万
円

（
世
帯
内
に
他
の
第
１
号
被
保
険
者
が
い

な
い
場
合
280
万
円
）
未
満
の
人
は
、
１
割

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

合
計
所
得
金
額
が
160
万
円
未
満
の
人
は
、

引
き
続
き
１
割
負
担
で
す
。

〈
介
護
保
険
負
担
割
合
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
〉

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
介

護
保
険
負
担
割
合
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
の
利
用
者
負

担
の
割
合
（
１
割
ま
た
は
２
割
）
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
は
、
こ
の
負

担
割
合
に
よ
り
自
己
負
担
分
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か

ら
負
担
割
合
証
の
提
示
を
求
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
事
業
所
へ
の
提
示
を
お
願
い
し
ま

す
。

改
正
ポ
イ
ン
ト
②

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
上
限
額

を
引
き
上
げ
ま
す

　

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
額
が
同
じ
月

に
一
定
額
を
超
え
た
場
合
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
現
役

並
み
の
所
得
者
（
同
一
世
帯
内
に
課
税
所

得
145
万
円
以
上
の
65
歳
以
上
の
人
が
い
る

場
合
）
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
負
担
上
限

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

改
正
ポ
イ
ン
ト
③

　

低
所
得
者
で
施
設
を
利
用
す
る
人
の
食

費
・
居
住
費
の
軽
減
要
件
が
変
更
さ
れ
ま

す
　

低
所
得
者
で
施
設
を
利
用
す
る
人
の
う

ち
、
預
貯
金
な
ど
が
一
定
額
（
単
身
１
千

万
円
、
夫
婦
２
千
万
円
）
を
超
え
る
場
合
、

別
世
帯
で
配
偶
者
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
軽
減
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。

 

介
護
保
険
制
度
と
は
…

介
護
保
険
が
変
わ
り
ま
す
　
～
介
護
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
～

詳
し
く
は
詩�

高
齢
介
護
課

 

４
月
か
ら

 

保
険
料
所
得
段
階
を
見
直
し
ま
し
た

 

８
月
か
ら
の

 

制
度
改
正
ポ
イ
ン
ト

７月 ●桶川市役所・教育委員会／緯７８６－３２１１　姉７８６－９８６６
●社会福祉協議会／緯７２８－２２２１　姉７２８－２３１３

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

3日㈮・１0日㈮・24日㈮ ・31日㈮
14：00～17：00 18日㈯ 9：00～12：00
8月7日㈮・１4日㈮・28日㈮
14：00～17：00 22日㈯ 9：00～12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

9日㈭　＊次回は8月6日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

行 政 書 士 相 談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

１日㈬　＊次回は８月３日㈪
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

税 務 相 談 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相談 22日㈬
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

１８日㈯
9：00～12：00

仮設庁舎会議室201
電話可　緯786-3211

マンション管理相談 マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣問
題についての相談

2２日㈬
1０：00～1２：00 仮設庁舎相談室

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

３日㈮　＊次回は８月７日㈮
10：00～12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通緯786-3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 １３日㈪・２７日㈪　

10：00～16：00 仮設庁舎相談室
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談

１４日㈫
9：00～12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 内 職
相 談 員

内職に関する相談・案内・ハローワークの
求人情報の閲覧

毎週水・金曜日（祝日を除く）
10：00～1５：00

勤労福祉会館
直通緯773-1121（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎2階
電話可　緯786-3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

親や子どもからの、家庭・幼稚園・学校な
どでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
直通緯777-7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
児童発達支援センター分室
緯787-5562

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
9：00～17：00

桶川市教育センター
直通緯786-3237 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通緯72８-２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

13：00～15：00 地域福祉活動センター

第１号被保険者（65歳以上）の介護保険料（年額）

（基準額：52,800円（年額保険料））

平成27年度から
所得段階 対象者 調整率 保険（円）

第１段階
生活保護受給者、　　　　　　　
世帯非課税・老齢年金受給者、
世帯非課税、課税年金収入額＋
合計所得金額が80万円以下の人

基準額
×
0.45

23,700

第２段階
世帯非課税、課税年金収入額＋
合計所得金額が　　　　　　　
80万円～120万円以下の人

基準額
×
0.625

33,000

第３段階 世帯非課税、課税年金収入額＋合
計所得金額が120万円を超える人

基準額
×
0.75

39,600

第４段階
本人が住民税非課税で世帯内に
住民税課税者がいる人で、課税
年金収入額＋合計所得金額が80
万円以下の人

基準額
×
0.9

47,500

第５段階
本人が住民税非課税で世帯内に
住民税課税者がいる人で、課税
年金収入額＋合計所得金額が80
万円を超える人

基準額
×
1

52,800

第６段階 本人が住民税課税で合計所得
金額が、120万円未満の人

基準額
×1.2 63,300

第７段階
本人が住民税課税で合計所得
金額が、120万円～190万円
未満の人

基準額
×
1.3

68,600

第８段階
本人が住民税課税で合計所得
金額が、190万円～290万円
未満の人

基準額
×
1.5

79,200

第９段階
本人が住民税課税で合計所得
金額が、290万円～400万円
未満の人

基準額
×
1.6

84,400

第10段階 本人が住民税課税で合計所得
金額が、400万円以上の人

基準額
×1.8 95,000
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情
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情
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詳
し
く
は
詩
こ
ど
も
支
援
課

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎

年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
況
届
を
提
出
し

な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
支
給
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
の
「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
は
「
児
童
手
当

現
況
届
」
と
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者
（
公
務
員
を
除
く
。）
に
は
、

す
で
に
「
児
童
手
当
現
況
届
（
兼
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請
書
）」

（
返
信
用
封
筒
同
封
）
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、

早
急
に
郵
送
に
よ
り
「
児
童
手
当
現
況

届
（
兼
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

申
請
書
）」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
な
ど
を
踏

ま
え
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
臨
時
特

例
的
な
給
付
措
置
と
し
て
、
今
年
度
も

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
▼
５
月
31
日
時
点
で
桶

川
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
６
月
分
の

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

※
特
例
給
付
の
受
給
者
（
平
成
26
年
中

の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
限
度

額
以
上
の
人
）に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

支
給
額
▼

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
千
円

　

申
請
期
間
▼
９
月
３
日
㈭
【
消
印
有

効
】
ま
で

　

申
請
方
法
▼

【
市
か
ら
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

（
公
務
員
を
除
く
）
の
申
請
方
法
】

　

６
月
上
旬
に
お
送
り
し
た
「
児
童
手

当
現
況
届
」
の
下
欄
に
「
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
」
の
申
請
欄
が
あ
り

ま
す
の
で
、
氏
名
な
ど
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
郵
送
で
こ
ど
も
支
援
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
公
務
員
の
人（
５
月
31
日
時
点
で
桶
川

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
）の
申
請
方
法
】

①
申
請
書
が
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
ま

す
。（
市
か
ら
は
郵
送
し
ま
せ
ん
）

②
勤
務
先
に
児
童
手
当
の
現
況
届
を
提

出
す
る
際
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」
の
申
請
書
も
あ
わ
せ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

③
後
日
、
勤
務
先
か
ら
証
明
済
み
の
申

請
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
書

の
「
公
務
員
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明

欄
」
に
所
属
庁
の
証
明
が
あ
る
こ
と
を

確
認
の
う
え
、
申
請
期
間
中
に
市
役
所

こ
ど
も
支
援
課
に
申
請
書
を
提
出
（
郵

送
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

支
払
方
法
▼
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
支
給
対
象
者
に
は
、
10
月

中
旬
以
降
、
順
次
指
定
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

※
指
定
口
座
は
、
原
則
と
し
て
児
童
手

当
の
振
込
口
座
で
す
。

　

注
意
事
項
▼

・
申
請
受
付
会
場
は
特
設
し
ま
せ
ん
。

申
請
書
の
郵
送
提
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
平
成
27
年
度
の
「
児
童
手
当
現
況
届
」

が
未
提
出
の
場
合
「
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
」
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
て
も
、

書
類
不
備
な
ど
で
「
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
」
の
申
請
期
限
ま
で
に
６

月
分
の
児
童
手
当
の
支
給
決
定
が
で
き

な
い
場
合
も
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
な
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、

現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
、
手
元
に

現
金
が
な
く
て
も
購
入
で
き
る
な
ど
の
手

軽
さ
か
ら
、
多
く
の
消
費
者
が
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
仕
組
み
は
複
雑
で
す
。

　

悪
質
な
事
業
者
は
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
を
購
入
さ
せ
て
、
番
号
を
連
絡
す
る
よ

う
言
っ
て
き
ま
す
が
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
の
番
号
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
は
、

カ
ー
ド
の
価
値
（
金
額
）
を
相
手
に
渡
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
受
け
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
業
者
に
連
絡
せ
ず
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

②
業
者
に
言
わ
れ
る
ま
ま
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
を
購
入
し
、
カ
ー
ド
の
番
号
を
業

者
に
伝
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
番
号
を
業
者
に
伝

え
て
し
ま
う
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
に
気
付
い

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

発
行
会
社
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

④
困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
悪
用
す
る
事
業
者
に
注
意　

【
事
例
１
】

　
パ
ソ
コ
ン
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
見
て

い
て
ク
リ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、
登
録
完
了

の
画
面
が
出
た
。
業
者
に
登
録
し
た
覚
え

は
な
い
と
連
絡
し
た
と
こ
ろ
「
す
で
に
登

録
は
完
了
し
て
い
る
。
退
会
す
る
な
ら
退

会
金
10
万
円
を
払
う
よ
う
に
」と
言
わ
れ
た
。

怖
く
な
っ
た
の
で
業
者
の
指
示
に
従
っ
て

コ
ン
ビ
ニ
へ
行
き
、
端
末
機
で
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
の
購
入
手
続
き
を
し
、
レ
ジ
で

10
万
円
を
支
払
っ
て
、
業
者
に
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
の
番
号
を
伝
え
た
。

　

だ
ま
さ
れ
た
の
で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

の
購
入
代
金
を
返
金
し
て
ほ
し
い
。

【
事
例
２
】

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
女
性
と
何
度
も

や
り
と
り
し
て
親
し
く
な
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
の
女
性
か
ら
頼
ま
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
で
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買
っ
て
、
番
号
を
相

手
に
伝
え
た
。

　

そ
の
後
女
性
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、

だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。

桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時
▼
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
30
分

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を
ま

と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
現
況
届
（
兼
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請
書
）
の
提
出
は
お
済

み
で
す
か
？

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

児
童
手
当
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で

（
15
歳
の
誕
生
日
後
の
３
月
31
日
ま

で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
す
る
手
当
で
す
。
出
生
や
転
入

な
ど
に
よ
り
、
受
給
資
格
が
生
じ
た

場
合
、
支
給
を
受
け
る
に
は
、
認
定

請
求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
現
在
支
給
を
受
け
て
い
る

人
は
、「
現
況
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

所得制限未満 所得制限以上

3歳未満 15,000円

5,000円3歳～
　小学生

第1･2子 10,000円

第3子以降 15,000円

中学生 10,000円

◇手当の額（児童１人当たりの月額）

≪
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
≫

　

生
計
中
心
者
の
所
得
が
所
得
制
限
限

度
額
以
上
の
場
合
、
手
当
の
額
は
児
童

の
年
齢
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
児
童
１
人

当
た
り
月
額
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

支
給
の
時
期
▼
原
則
と
し
て
、
毎
年

２
月
、
６
月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

前
月
分
ま
で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

申
請
方
法
▼
こ
ど
も
支
援
課
で
直
接

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

○
出
生
・
転
入
後
15
日
以
内
に
請
求
し

た
場
合
…
出
生
や
転
入
な
ど
の
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
出
生
・
転
入
後
16
日
以
降
に
請
求
し

た
場
合
…
認
定
請
求
し
た
月
の
翌
月
分

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
時
に
必
要
な
も
の
▼

○
生
計
中
心
者
の
健
康
保
険
証

○
生
計
中
心
者
の
振
込
先
が
わ
か
る
も

の○
印
鑑
（
認
印
）

※
平
成
27
年
度
所
得
証
明
書
（
平
成
27

年
１
月
１
日
に
桶
川
市
に
住
民
登
録
が

な
い
人
）

※
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

（
児
童
が
別
の
市
区
町
村
に
住
民
票
が

あ
る
場
合
の
み
）

※
そ
の
他
の
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。

子育て世帯臨時特例給付金支給までの流れ
① 

６
月
上
旬

児
童
手
当
現
況
届
（
兼
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請
書
）
が

ご
自
宅
に
郵
送
さ
れ
ま
す

④ 

10
月
中
旬
以
降（
順
次
）

給
付
金
が
指
定
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
ま
す

② 

６
月
３
日
〜
９
月
３
日（
消
印
有
効
）

現
況
届
兼
申
請
書
お
よ
び
必
要
書

類 

（
健
康
保
険
証
の
写
し
な
ど
）
を

市
役
所
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

③ 

10
月
上
旬
以
降（
順
次
）

　
　

支
給
と
な
る
場
合

支
給
決
定
通
知
が
郵
送
さ
れ
ま
す

　
　

支
給
と
な
ら
な
い
場
合

不
支
給
決
定
通
知
が
郵
送
さ
れ
ま
す

（
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
・
児
童
手
当
に
つ
い
て
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情
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テ
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シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

十
数
年
間
、
実
際
に
研
究
さ
れ
た

『
未
来
食
』
の
著
者
、
大
谷
ゆ
み
こ
さ

ん
の
著
書
に
同
感
す
る
と
こ
ろ
が
多
々

あ
り
、
そ
の
中
の
幾
つ
か
の
料
理
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

環
境
汚
染
時
代
を
生
き
ぬ
く
た
め
に

は
、
基
本
食
が
大
事
で
す
。
穀
類
は
、

雑
穀
、
玄
米
、
麦
。
調
味
料
は
海
塩
、

米
・
麦
・
豆
を
、
時
間
を
か
け
発
酵
さ

せ
て
作
っ
た
味
噌
、
醤
油
。
梅
、
梅
干

し
、
梅
酒
も
調
味
料
に
利
用
で
き
ま
す

よ
。
野
菜
は
皮
ご
と
、
果
物
は
身
近
に

と
れ
る
季
節
の
物
、
油
は
胡
麻
油
、
菜

種
油
、
オ
リ
ー
ブ
油
、
椿
油
を
少
量

使
っ
て
手
作
り
の
料
理
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
、
ぬ
か
漬

や
ベ
ッ
タ
ラ
漬
な
ど
発
酵
食
品
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
腸
の
調
子
を
整
え
る
本・

く・

ず・

を
10
倍
の
水
で
溶
い
て
よ
く
か
き
混

ぜ
な
が
ら
火
に
か
け
、
仕
上
げ
に
醤
油

で
味
を
つ
け
て
く
ず
湯
に
し
て
食
べ
ま

す
。
ま
た
、
３
か
ら
４
倍
の
水
で
溶
い

『
未
来
食
』
を
読
ん
で

て
数
本
の
箸
を
束
ね
て
か
き
混
ぜ
な
が

ら
火
に
か
け
、
透
明
な
部
分
が
で
き
た

ら
一
度
火
か
ら
お
ろ
し
て
一
気
に
か
き

混
ぜ
ま
す
。
均
一
の
乳
白
色
に
な
っ
た

ら
再
び
火
に
か
け
て
透
明
感
が
出
る
ま

で
か
き
混
ぜ
な
が
ら
よ
く
煮
ま
す
。
ス

プ
ー
ン
で
す
く
っ
て
ボ
ー
ル
に
た
っ
ぷ

り
張
っ
た
水
の
中
に
落
と
す
と
プ
ル
プ

ル
の
ゼ
リ
ー
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。
黒

豆
黄
粉
を
ま
ぶ
し
て
、
わ
ら
び
餅
、
リ

ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
に
浮
か
し
て
デ
ザ
ー
ト

に
し
て
食
べ
ま
す
。
体
を
冷
や
さ
な
い

デ
ザ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
お
た
め
し
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
様
な
食
事
で
体
を
整
え
て
い
れ

ば
、
日
常
多
少
の
外
食
料
理
、
油
っ
こ

い
肉
料
理
を
食
し
て
も
調
整
で
き
ま
す
。

（
参
考
文
献
『
未
来
食
―
環
境
汚
染
時

代
を
お
い
し
く
生
き
抜
く
』
出
版
社
・

メ
タ
ブ
レ
ー
ン　

著
者
・
大
谷
ゆ
み
こ
）

【
桶
川
市
く
ら
し
の
会
】

●
高
齢
受
給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
は
、
７
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
（
１

割
・
２
割
・
３
割
）
は
前
年
中
の
所
得
お

よ
び
収
入
で
判
定
し
て
い
ま
す
。

●「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
か
ら
、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
切
り
替
わ
り

ま
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
認
定

証
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時
の

食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
人

は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険

税
を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
①
国
民
健
康

被
保
険
者
証
②
高
齢
受
給
者
証
③
印
鑑

●
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
な
ど
に
つ
い

て

 

８
月
１
日
か
ら
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
認
定
証

の
提
示
に
よ
り
、
医
療
機
関
な
ど
へ
の
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
窓
口
負

担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
、
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険
税

を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
①
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
②
印
鑑

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
加
入
し
て
い

る
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
安
心

し
て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
、
お
互

い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。
運
営
は
、
特

別
会
計
と
し
て
、
国
な
ど
の
補
助
金
と
国

保
加
入
世
帯
の
人
数
・
所
得
・
資
産
に
応

じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
国
民
健
康
保
険
税
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
ご
と
に
計

算
し
、
そ
の
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
７
月
上
旬
に
、
平
成
27
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
世
帯
主

宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。
納
付
に
つ
い
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
送
付
後
、
宛
て
所
不
明
な

ど
に
よ
り
、
配
達
で
き
ず
返
送
さ
れ
て
く

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
７
月
15
日
㈬
を
過

ぎ
て
も
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
が

届
か
な
い
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
節
約
の
コ
ツ

○
毎
年
、
特
定
健
診
を
受
け
て
健
康
管
理

を
し
、
病
気
の
予
防
や
早
期
発
見
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

詳
し
く
は
詩
保
険
年
金
課

Ｑ.国民健康保険税はいつ支払うのですか？
Ａ.今年4月から来年3月までの一年分の国民健康保険税
を、今年7月から来年2月までの8回に分けて納付し
ていただきます（月額とは異なります）。納期限はそ
れぞれの月末（土・日・祝日の場合は翌開庁日）です。
また、加入者全員が65歳以上の世帯については、原
則として年金から天引きとなります。その場合は、
年金支給月（4月・6月・8月・10月・12月・2月）
の6回に分けて、納付していただきます。年度の途中
で加入・脱退している場合は、納付回数が少なくな
ることがあります。

Ｑ.国民健康保険税はどのように計算しているので
すか？

Ａ.平成27年度国民健康保険税は、6月14日までに保険
年金課で確認できた加入者人数・加入者の前年中の
所得、固定資産税額をもとに計算されます。6月15
日以降に加入・脱退の届出があった場合や、前年中
の所得、固定資産税額について変更などが確認でき
たときは、その都度保険税を再計算し、新しい納税
通知書を送付します。また、年度の途中で加入・脱
退された場合、税額は月割計算されます。
�年度途中で40歳になる人には、40歳到達月分から

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
」

「介護保険分」が上乗せされますので、到達月の翌月
に新しい納税通知書を送付します。また、年度途中
で65歳になる人については、65歳到達月の前月分ま
でを月割計算した税額で納税通知書を送付します。

Ｑ.私は国民健康保険に加入していないのに、私宛
てに納税通知書が届きました。なぜですか？

Ａ.国民健康保険税は世帯ごとに計算し、その世帯主が
納税義務者になります。このため世帯主本人は職場
の健康保険に加入している場合でも、世帯内に国民
健康保険に加入している人がいれば、世帯主宛てに
納税通知書が郵送されます。（国民健康保険税は加入
者分のみ計算されます。）

Ｑ.国民健康保険税は現在、年金から特別徴収（天
引き）されていますが、今回の通知書の税額はど
のように計算しているのですか？

Ａ.今回の通知書の税額は、平成27年度国民健康保険税
の年税額から平成27年4月から8月までに仮徴収した
税額との差額です。国民健康保険税が年金から特別
徴収されている人については、10月・12月・2月の
年金受取時に、天引きされる国民健康保険税の税額
をお知らせします。

「
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
」

国
民
健
康
保
険
納
税
通
知
書
を

７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

○
休
日
や
夜
間
な
ど
の
時
間
外
受
診
は
割

増
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
体
調
が
悪

い
場
合
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
同
じ
病
気
な
ど
で
過
度
に
複
数
の
医
療

機
関
を
受
診
す
る
と
、
初
診
料
や
同
じ
よ

う
な
検
査
や
処
置
の
費
用
負
担
が
大
き
く

な
る
の
で
、
重
複
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
複
数
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
は
、

投
薬
さ
れ
て
い
る
薬
の
内
容
を
医
師
に
伝

え
ま
し
ょ
う
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
有
効
に
利
用

し
、
医
療
費
の
節
減
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

21,500

21,000

20,500

22,000
（単位：人）（単位：百万円）

5,000

4,500

4,000

5,500

4,812

5,138

5,25521,754

21,891

21,725

21,575

20,882

平成21年度

4,812医療費

国保加入者

平成22年度

5,138

平成23年度

5,255

平成24年度

5,272

平成25年度

5,330

21,754 21,891 21,725 21,575 20,882

5,272
5,330

年度別医療費と国民健康保険加入者の推移

（単位：人）

（単位：百万円）

　平成25年度の桶川市の
医療費は、平成21年度と
比較して約5億円(11％)
増加しています。
　このまま医療費が増加
すると、国民健康保険税
の税率・税額を見直しの
必要が生じます。

国民健康保険税についてのＱ＆Ａ
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Ｄ
Ｏ
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情
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ョ
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

夏
季
を
迎
え
る
こ
の
時
季
、
花
火
遊
び

を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
花
火
遊

び
を
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
は
、

花
火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
風
の
強
い
日
は
、
花
火
遊
び
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

・
花
火
遊
び
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
水
を

用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
火
気
の
使
用
は
、
大

人
が
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
詩
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

　

８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
７

月
下
旬
ま
で
に
保
険
証
が
届
か
な
い
人
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
納
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
４
月
１
日
か

ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
分
を
、

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
ま
た
は
普
通

徴
収
の
２
種
類
の
納
付
方
法
に
よ
り
納
付

し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
人
に
は
、「
保
険
料
額
決

定
通
知
書
」、
普
通
徴
収
の
人
に
は
、「
納

入
通
知
書
」
を
７
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

対
象
者
▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人①
満
75
歳
に
達
し
て
い
る
人
（
た
だ
し
、

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
を
除
く
）

②
満
65
歳
か
ら
満
75
歳
未
満
で
、
一
定
の

障
害
が
あ
る
と
、
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
人

【
納
付
方
法
】

①
特
別
徴
収
〔
全
６
回
〕（
年
金
天
引
き
）

　

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
３
期
分
は
、
前

年
度
２
月
に
徴
収
し
た
額
と
同
額
の
保
険

料
を
徴
収
し
ま
す
（
仮
徴
収
）。
10
月
か

ら
２
月
ま
で
の
３
期
分
は
、
今
年
度
の
保

険
料
が
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
確
定

し
ま
す
の
で
、
確
定
額
か
ら
仮
徴
収
額
を

差
し
引
い
た
額
を
３
期
に
分
け
て
徴
収
し

ま
す
。

　

対
象
者
▼
年
金
額
が
年
18
万
円
以
上
の

人
（
介
護
保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金
の

２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
除
く
）

※
次
の
場
合
は
、
特
別
徴
収
が
中
止
さ
れ

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

・
死
亡
な
ど
に
よ
り
被
保
険
者
が
資
格
を

喪
失
し
た
場
合

・
被
保
険
者
が
転
出
し
た
場
合

・
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保
険
料
額
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

②
普
通
徴
収
〔
全
８
回
〕（
年
金
天
引
き

以
外
）　

　

７
月
上
旬
に
郵
送
す
る
「
納
入
通
知

書
」で
、金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、納
付
は
、便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
前
年

度
に
口
座
振
替
を
申
し
込
ん
だ
人
は
、口

座
か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
。ま
た
、口
座
振

替
は
申
込
み
月
の
翌
月
末
分
か
ら
開
始
し

ま
す
の
で
、申
込
み
月
の
納
期
の
保
険
料

は
、納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

対
象
者
▼

・
特
別
徴
収
で
な
い
人

・
年
度
途
中
で
年
齢
到
達
や
転
入
な
ど
に

よ
り
資
格
取
得
し
た
人

・
年
度
途
中
で
死
亡
や
転
出
な
ど
に
よ
り

資
格
喪
失
し
た
人

③
普
通
徴
収
⇨
特
別
徴
収
〔
全
６
回
〕（
納

付
書
な
ど
で
の
納
付
か
ら
、
年
金
天
引
き

に
変
わ
る
場
合
）　

　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
期
分
は
普
通

徴
収
で
、
10
月
か
ら
２
月
ま
で
の
３
期
分

は
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　

対
象
者
▼

・
平
成
26
年
10
月

２
日
～
平
成
27
年

４
月
１
日
に
、
後

期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
た
人

・
平
成
26
年
度
特

別
徴
収
の
人
で
、

年
度
途
中
に
保
険

料
額
が
軽
減
な
ど

で
減
額
に
な
り
、

平
成
27
年
２
月
の

年
金
天
引
き
額
が

「
０
」と
な
っ
た
人

※
口
座
振
替
を
利

用
し
て
い
る
人
も

10
月
以
降
は
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま

す
。
引
き
続
き
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場

合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
保

険
料

　

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
平

成
27
年
度
分
の
保
険
料
は
、
４
，
２
４
０

円
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
年
度
途
中
の
資
格
取
得
・
喪
失
に
係
る

保
険
料

　

年
齢
到
達
や
他
広
域
連
合
か
ら
の
転
入

な
ど
に
よ
り
資
格
を
取
得
し
た
場
合
は
、

そ
の
月
の
分
か
ら
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
ま

す
。
死
亡
な
ど
に
よ
り
資
格
を
喪
失
し
た

場
合
は
、
そ
の
月
分
の
保
険
料
は
徴
収
さ

れ
ま
せ
ん
。

被
保
険
者
に
つ
い
て

保
険
証
に
つ
い
て

保
険
料
に
つ
い
て

納付方法 ①特別徴収 ②普通徴収 ③普通徴収→特別徴収
４月 仮徴収第１期
５月
６月 仮徴収第２期
７月 第１期 第１期
８月 仮徴収第３期 第２期 第２期
９月 第３期 第３期
10月 本算定第４期 第４期 本算定第４期
11月 第５期
12月 本算定第５期 第６期 本算定第５期
１月 第７期
２月 本算定第６期 第８期 本算定第６期
３月

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て

詳
し
く
は
詩
保
険
年
金
課

保険料　＝　均等割額　＋　所得割額
［所得割額＝（総所得金額等＊－基礎控除額33万円）×８.29％］
埼玉県の場合、均等割額は⇒42,440円、所得割率⇒8.29％です。
平成26年中の所得を基に被保険者個別単位で、均等割額と所得割率
により算定し、賦課します。
保険料の限度額は年57万円です。
※保険料額決定通知書または保険料納付書が、７月下旬になっても届かない場合は、
ご連絡ください。
問合せ至保険年金課

保険料の算出方法

納付時期一覧

 

申
請
手
続
き
に
持
参
す
る
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か

る
も
の
（
納
付
書
な
ど
）

②
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

③
失
業
な
ど
を
理
由
に
す
る
と
き
は
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
（
コ
ピ
ー
可
）
な
ど

④
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
人
は
、
学
生

証
（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
両
面
）
ま
た
は
在
学

証
明
書

 

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
…

　

老
後
の
「
老
齢
基
礎
年
金
」、
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
と
き
の
「
障
害
基
礎
年
金
」、

一
家
の
働
き
手
が
家
族
を
残
し
て
亡
く
な
っ

た
と
き
の
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
忘

れ
ず
に
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

【
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象
期
間
も
拡

大
さ
れ
ま
し
た
】

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
災
害
・
失
業
な
ど

の
前
月
か
ら
災
害
・
失
業
な
ど
が
あ
っ
た
年

の
翌
々
年
６
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
特

例
免
除
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
平
成
26
年
３
月
以
前
に
あ
っ
た
災

害
・
失
業
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
過
去
分

の
審
査
対
象
期
間
は
、
２
年
１
か
月
前
ま
で

で
す
。）

　

★ 交通事故統計 ★
─桶川市内の人身事故─

（毎年１月からの累計）

平成27年
４月末

平成26年
４月末

対前年
同月比

件　　数 101件 113件 －12件

死　者　数 １人 ０人 １人

負傷者数 129人 144人 －15人

メールきた　スマホみてたら　くるまきた

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

国
民
年
金
に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

詳
し
く
は
詩
保
険
年
金
課

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
免
除
制
度
や

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
学
生
の

場
合
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分

ま
で
申
請
で
き
ま
す
。

 

保
険
料
免
除
制
度

①
経
済
的
や
災
害
な
ど
の
理
由
に
よ
る

場
合

・
免
除
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
、

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
申
請
期
間

に
対
応
す
る
前
年
の
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ

免
除
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
。

・
天
災
や
失
業
な
ど
の
理
由
に
よ
る
申

請
も
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
公
的
機

関
で
発
行
す
る
証
明
書
な
ど
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。

・
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

全
額
免
除
に
該
当
す
る
場
合
は
、
希
望

に
よ
り
翌
年
手
続
き
を
し
な
く
て
も
継

続
し
て
申
請
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
免
除
・
猶
予
で
の
「
年
度
」
は
、
７

月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

【
免
除
の
種
類
】

○
全
額
免
除
…
保
険
料
が
全
額
免
除
さ

れ
ま
す
。

○
４
分
の
３
免
除
…
保
険
料
の
４
分
の

３
が
免
除
さ
れ
、
４
分
の
１
を
納
め
ま
す
。

○
半
額
免
除
…
保
険
料
の
半
額
が
免
除

さ
れ
、
半
額
分
を
納
め
ま
す
。

○
４
分
の
１
免
除
…
保
険
料
の
４
分
の

１
が
免
除
さ
れ
、
４
分
の
３
を
納
め
ま
す
。

②
法
定
免
除

　

障
害
年
金
（
１
級
・
２
級
）
を
受
け

て
い
る
人
や
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

 

保
険
料
猶
予
制
度

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
人
（
学
生
を
除
く
）
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
希
望
に
よ

り
翌
年
手
続
き
を
し
な
く
て
も
継
続
し

て
申
請
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

21 202015. 7 2015. 7
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犬
や
猫
の
正
し
い
飼
い
方

　

私
た
ち
に
最
も
身
近
な
ペ
ッ
ト
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
犬
や
猫
。
最
近
、
犬
や

猫
に
よ
る
ご
近
所
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
大
変

増
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
飼
い
方
を
一

歩
誤
れ
ば
不
用
意
な
い
ざ
こ
ざ
が
生
じ
た

り
、
ペ
ッ
ト
を
不
幸
な
立
場
に
陥
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

改
め
て
正
し
い
飼
い
方
を
し
て
い
る
か

注
意
し
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
飼
い
主
が
守
る
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
】

　

犬
や
猫
が
健
康
で
寿
命
い
っ
ぱ
い
生
き

ら
れ
る
よ
う
に
、
責
任
と
愛
情
を
持
っ
て

最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
覚
悟
が
必
要
で
す
。

途
中
で
嫌
に
な
っ
て
捨
て
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
飼
う
前
に
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
飼
い
方

・
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
、
散
歩
は
リ
ー

ド
（
引
き
綱
）
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
始
末

し
ま
し
ょ
う
。
散
歩
の
と
き
は
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
登
録
制
度

　

犬
を
飼
い
始
め
た
場
合
『
狂
犬
病
予
防

法
』
に
基
づ
き
、
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
死
亡
、
所
在
地
や
飼
い
主
が
変

わ
っ
た
と
き
な
ど
に
届
出
が
必
要
で
す
。

○
迷
子
の
犬

　

野
良
犬
や
迷
子
犬
に
つ
い
て
は
、「
鑑

札
（
犬
の
注
射
票
・
登
録
票
）
を
付
け
て

い
な
い
犬
を
抑
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
狂
犬
病
予
防
法
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
鑑
札
が
な
く
、
飼
養
管
理
期
間

を
過
ぎ
て
も
飼
い
主
が
引
き
取
り
に
こ
な

い
場
合
は
、
一
部
を
除
き
殺
処
分
と
な
り

ま
す
。

　

も
し
「
鑑
札
」
が
付
い
て
い
れ
ば
、
そ

の
番
号
か
ら
飼
い
主
が
わ
か
り
、
犬
た
ち

は
元
の
家
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
犬

の
注
射
票
・
登
録
票
は
、
公
的
な
迷
子
札

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。
犬
の

注
射
票
・
登
録
票
な
ど
を
必
ず
付
け
ま

し
ょ
う
。

　

犬
に
関
す
る
相
談
詩
鴻
巣
保
健
所

☎
048
―
541
―
０
２
４
９

猫
の
飼
い
方

・
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
外
飼
い
や
内

外
自
由
飼
い
は
、
飼
い
主
の
目
の
届
か
な

い
と
こ
ろ
で
、
ふ
ん
・
尿
・
鳴
き
声
な
ど

で
近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
故
や
け
が
な

ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

・
や
む
を
得
な
い
理
由
で
飼
え
な
く
な
っ

た
り
、
子
猫
が
生
ま
れ
て
飼
え
な
い
と
き

は
、
新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
、

避
妊
・
去
勢
手
術
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
野
良
猫

・
野
良
猫
に
は
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。
エ
サ
を
与
え
る
と
野
良
猫
が
そ
の

周
辺
に
住
み
着
き
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

　

猫
に
関
す
る
相
談
詩
県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
☎
048
―
855
―
０
４
８
４

【
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対
策
に
つ
い
て
】

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

飼
い
主
の
指
示
を
聞
く
、
無
駄
吠
え
し
な

い
、
人
な
れ
・
犬
な
れ
で
き
る
よ
う
、
普

段
か
ら
の
し
つ
け
や
、
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
用
の
常
備

品
［
薬
・
フ
ー
ド
、
水
（
７
日
分
以
上
が

望
ま
し
い
）・
首
輪
・
リ
ー
ド
・
ペ
ッ
ト

シ
ー
ト
な
ど
］
の
確
保
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

平
成
28
年
度
准
看
護
学
生
募
集

　

募
集
人
数
▼
35
人

※
一
次
募
集
で
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
場

合
は
二
次
募
集
し
ま
す
。

　

試
験
日
▼
11
月
28
日
㈯

　

試
験
会
場
▼
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師

会
立
准
看
護
学
校

　

受
験
科
目
▼
現
代
国
語
・
一
般
常
識
問

題
・
小
論
文
・
個
人
面
接

　

学
校
説
明
会
▼

　

８
月
３
日
㈪
・
９
月
１
日
㈫
・
10
月
６

日
㈫　

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

※
参
加
者
に
は
資
料
（
願
書
含
む
）
を
無

料
配
布
し
ま
す
。

※
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事
前
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

合
格
発
表
日
▼
12
月
１
日
㈫
午
前
11
時

　

願
書
請
求
▼

　

桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
立
准
看
護

学
校
窓
口
で
一
部
千
円
で
販
売
し
ま
す
。

郵
送
希
望
者
は
郵
送
料
（
切
手
205
円
分
）

と
願
書
代
（
郵
便
局
発
行
の
定
額
小
為
替

千
円
分　

※
為
替
証
書
に
は
一
切
記
入
不

要
）
を
同
封
し
、
封
書
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

願
書
受
付
▼
11
月
６
日
㈮
～
20
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効

　

問
合
せ
詩
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会

立
准
看
護
学
校
☎
048
―
592
―
８
９
２
６
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